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会
長問

田 

一
男

（
金
光
町
：
下
竹
・
八
重
）

　

昨
年
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
、
改
正
農

業
委
員
会
法
が
４
月
１
日
よ
り
、
実

施
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

に
つ
い
て
、
政
府
は
こ
の
協
定
に
よ
り
、
将
来
日
本
に
大

き
な
経
済
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

農
業
部
門
を
見
ま
す
と
、
米
の
輸
入
を
７
万
ト
ン
増
や
す

等
、
色
々
と
問
題
が
あ
り
、
理
解
に
苦
し
み
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
改
革
が
決
ま
り
、「
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
の
推
進
」
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
現
制
度
よ
り
大
き
く

変
わ
る
の
は
、
選
出
方
法
が
公
職
選
挙
法
か
ら
地
域
推
薦

と
公
募
を
行
い
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、
市
町
村
長
が
任

命
し
ま
す
。
委
員
数
は
現
在
の
半
数
程
度
、委
員
会
に「
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」制
度
を
設
け
ま
す
。
そ
の
他
、

色
々
と
制
度
が
変
わ
り
、
当
市
で
は
次
期
改
選
期
の
平
成

30
年
８
月
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

　

政
府
の
農
業
方
針
は
大
規
模
農
家
で
生
産
性
向
上
と

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
方
針
で
す
が
、
当
地
に
も
多
く
の

農
地
は
あ
り
ま
す
が
、
土
地
の
整
理
は
全
く
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
農
業
を
営
む
環
境
に
は
、
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
英
知
を
出
し
合
い
努
力
し
、
土
地
の
有
効
利
用
を
図

り
な
が
ら
農
地
を
守
る
た
め
に
、
諸
問
題
に
取
り
組
み
市

民
の
皆
様
の
手
足
と
な
り
、
住
み
や
す
い
浅
口
市
に
な
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
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表紙は市内全域にわたる農地利用状況を調査する農業委員
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農
業
委
員
の

選
出
方
法
の
変
更

浅
口
市
農
業
委
員
会
で
こ
れ
ま
で
議
決
さ
れ
た
実
績
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
農
業
委
員

会
の
制
度
の
一
部
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

農
地
の
所
在
な
ど
の
情
報

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
地

図
で
閲
覧
で
き
ま
す
。（
市

街
化
区
域
は
除
き
ま
す
）

　

こ
れ
は
農
地
を
有
効
に�

使
え
る
よ
う
、
誰
で
も
利
用

し
て
情
報
収
集
が
で
き
ま�

す
。

　

利
用
す
る
と
き
は
「
全
国

農
地
ナ
ビ
」
と
検
索
し
て
下

さ
い
。

　

た
だ
し
、
個
人
が
特
定
で

き
る
よ
う
な
情
報
は
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

利
用
料
は
無
料
で
す
。

の
同
意
を
要
件
と
す
る
市
長
の
任

命
制
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
任
命

に
際
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
地
域

の
農
業
者
や
農
業
団
体
な
ど
に
候

補
者
の
推
薦
を
求
め
、
公
募
も
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
要
件
と
し
て

◦�

原
則
と
し
て
農
業
委
員
の
過
半

数
を
認
定
農
業
者
と
す
る
こ�

と
。

◦�

農
業
委
員
会
の
所
掌
事
務
に
利

害
関
係
の
無
い
者
を
含
め
る
こ

と
。

◦�

性
別
、
年
齢
な
ど
に
著
し
い
偏

り
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
。

な
ど
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
定
数
は
、
現
行

の
半
数
程
度
と
さ
れ
て
お
り
、
国

の
基
準
に
従
い
、
条
例
で
定
め
ま

す
。

　

浅
口
市
は
、
平
成
30
年
８
月
１

日
（
現
在
の
農
業
委
員
の
任
期
満

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
新
設

農
業
委
員
会
業
務

の
重
点
化

　

農
業
委
員
会
の
業
務
に
農
地
等

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
（
担
い

手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規

参
入
の
促
進
な
ど
）
が
重
点
化
さ

れ
ま
し
た
。

３条申請（農地の売買・贈与等の所有権移転）

農地転用申請

農用地利用集積について

平成25年度　 63件
平成26年度　 62件

平成25年度　 72件
　　　　　  　（ 住宅用地40件、太陽光12件、工業施設用地７件、 

商業施設用地５件等）
平成26年度　 55件
　　　　　  　（住宅用地32件、太陽光８件、商業施設用地３件等）

平成25年度　111件（使用貸借99件　賃地借12件）
平成26年度　102件（使用貸借86件　賃貸借16件）

　

こ
れ
ま
で
の
公
選
制
か
ら
議
会

　

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
取
り
組
む
た
め
、
新
た
に
農

業
委
員
会
に
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
設
置
し
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は

あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
区
域
ご

と
に
農
業
者
等
か
ら
の
推
薦
を
求

め
、
公
募
も
行
い
、
そ
の
中
か
ら

農
業
委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

定
数
は
、
国
の
基
準
に
従
い
、
条

例
で
定
め
ま
す
。

　

浅
口
市
は
平
成
30
年
８
月
１
日

か
ら
の
設
置
に
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

了
後
）
か
ら
新
制
度
へ
移
行
し
ま

す
。

全
国
農
地
ナ
ビ

�
に
つ
い
て

0　
5　
10　
15　
20　
25　
30　
35　
40　
45件

25年度 26年度

住宅用地
太陽光
工業用地
商業用地

0　

20　

40　

60　

80　

100　

120件

25年度 26年度

賃貸借
使用貸借

0　
5　
10　
15　
20　
25　
30　
35　
40　
45件

25年度 26年度

住宅用地
太陽光
工業用地
商業用地

0　

20　

40　

60　

80　

100　

120件

25年度 26年度

賃貸借
使用貸借

〝
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
〟


